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主要課題１●子どもが健やかに育つ環境整備 

施策の方向 具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

１０５次世代育成支援地域行動計

画の推進  

《概要》 

安心して子育てできる環境づくり

を考える計画を策定し，推進する。

継続 次世代育成支援地域行動計画作成部会を開催し，

事業計画に掲載された事業や取組みについて，実

施状況の確認や結果の分析評価を行い，安心して

子育てできる環境づくりを推進できたかを確認し

た。 

児童福祉課  １ ｆ，ｈ １ 子どもが健

やかに育つ

環境の整備 

１０６地域子育て支援センターの

充実 

《概要》 

子育て家庭に対して，育児相談や

子育てサークル等の育児支援を行

う。 

拡充 ○広場の自由開放  3,255組 

○３か所の保育所の園庭を開放  278組 

○保育所の０歳時クラスで一緒にあそぶ 1８組

○夢っ子まつり  150組 

○出前広場  600組 

○子育て広場  1,234組 

○リトミック（月1回親子で参加） 248組 ・

○赤ちゃん体操（年3回,土曜日実施（父と母と子

 の参加5組有り）） 87組 

○夢っ子クッキング（親のクッキング） 39人

○救命救急講座 25組 

～サークル支援～ 

○サークル活動への出前 24回（447組） 

～育児相談～ 

○メール相談 1件 

○広場での相談 30件 

○電話相談5件 

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｃ，ｅ，

ｇ 

基本目標４ 健康で安心して暮らせる生活環境の整備 
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１０７ファミリー・サポートセン

ターの充実 

《概要》 

市民の相互援助組織であるファミ

リー・サポートセンターの機能を

充実する。 

 

継続 学童クラブや保育所の送迎，保護者の冠婚葬祭の

出席に伴う託児，保護者の就労による一時的な預

かり，保護者の疾病や兄弟の疾病による一時的な

預かりなどの利用が高まっている。 

○利用件数 

（平成１７年度）     

会員数     ４６１件 

依頼件数  ３，１３５件 

（平成１６年度） 

会員数     ３９１件 

依頼件数  ２，０２４件 

 

前年度と比較すると会員数も１００人程度増加

し，また，依頼件数も約１，０００件近く増加し

た。いかに育児について協力がほしいと願ってい

る保護者が多いかがうかがえる。 

児童福祉課 １ ｈ  

９３（再）放課後児童クラブの充

実 

拡充  児童福祉課   
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１０８子育てホームページでの情

報提供 

《概要》 

市の子育て関連機関のホームペー

ジを立ち上げ，総合的な情報を提

供する。 

継続 子育てをしているお母さんたちのホームページ利

用が多く，利用していく中での要望もでている。

これからの活動に反映させていきたい。 

児童福祉課 ２ ｆ，ｈ 

１０９子育て広場の推進 

《概要》 

子育て中の親子に対して，気軽に

相談，交流ができる場を提供する。

 

 

拡充 ○子育広場まなびの里～週4日2,529組 

○育児相談～30組 

○パパ＆ママの講座はじめの一歩 

・親子クッキング 1回開催 14組 

・赤ちゃん体操ホローアップ講座 

1回開催 20組 

・交流分析講座  全２回 17組 

・食育講座    1 回 19組 

・救命救急講座  １回 2７組 

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｃ，ｅ，

ｇ 

 

１１０児童館活動の充実 

《概要》 

児童館まつり，あそぼうかい，ゲ

ーム大会，子ども相談などの事業

を充実する。 

継続 利用状況 

事業名 開催回数 参加人数

工作 １２９回 ９０９人 

映画会 １２回 １８０人 

児童館まつり １回 １９４人 

チャレンジコーナー １２４回 ７４５人 

あそぼう会 ２回 ４２人 

ゲーム大会 ９回 １４８人 
 

児童福祉課 １ ｃ，ｅ，ｇ 
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１１１ブックスタート 

《概要》 

乳幼児期からの読書の楽しさや，

絵本 

継続 乳幼児期からの読書の楽しさや絵本を介した親子

のふれあいの大切さの再認識をはかるため，４ヵ

月健康診査時に絵本２冊を含む「ブックスタート

パック」を配付した。図書館での受講者は10名

４月 ６日 ２３名 ２０日 ２６名 

５月 １８日 ２２名 ２５日 １６名 

６月  ８日 １４名 １５日 １６名 

７月  ６日 １７名 ２０日 ２１名 

８月  ３日 ２１名 ２４日 １７名 

９月  ７日 ２１名 ２１日 ２０名 

１０月 １２日 ２３名 ２６日 ２２名 

１１月  ２日 ２１名 ３０日 １７名 

１２月  ７日 １５名 １４日 １５名 

１月 １１日 ２３名 ２５日 ２３名 

２月  ８日 １９名 ２２日 １２名 

３月  ８日 １５名 ２２日 １１名 
 

中央図書館 ２ ｇ  

１１２青少年ワークキャンプ 

《概要》 

２泊３日研修キャンプ（福祉体験

学習）や独居高齢者宅へのホーム

ステイ，障害者との交流を行う 

継続 子どもが健やかに育つ環境整備として、２泊３日

の青少年ワークキャンプ（福祉体験学習）を実施

した。学校生活では、体験できない、お年寄りや

障害者とのふれあいの中で、自らの目で見、自ら

の足で歩くことの喜びを見出す体験を通して、青

少年の視野を広げ、福祉の心を培うことを目的に

開催した。 

○開催日  ８月３，４，５日 

○参加人数 男性８名，女性２４名 

社会福祉協議会 ２ ｂ，ｃ，ｅ，ｇ 
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１１３児童手当支給事業 

《概要》 

小学校３学年終了前の子どもを養

育している人を対象に，１人目と

２人目ががそれぞれ月額５千円，

３人目以降は１人につき１万円を

支給する。 

継続 小学校３学年終了前の子どもを養育している人を

対象に，１人目と２人目がそれぞれ月額５千円，

３人目以降は１人につき１万円を支給した。支給

対象児童数は年々増加している。 

 

・ ６月 １０月 ２月 児童手当支給 

・ 児童手当支給世帯 ２，５３７世帯（月平均）

（前年度２，５６４世帯） 

・ 支給対象児童   ３，６０２人 （月平均）

（前年度３，５７９人） 

第１子 １，８７５人  

第 2子 １，３１０人 

第３子以降 ４１７人 

 

児童福祉課 １ ａ，ｈ  

１１４医療福祉費支給制度 

《概要》 

乳幼児，妊産婦，重度障害等，１

８歳未満の児童を養育するひとり

親家庭に対し，医療保険により受

信した場合の医療費を助成する。

継続 乳幼児，妊産婦，重度障害者等，及び１８歳未満

の児童を養育するひとり親家庭に対し，医療保険

により受診した際の医療費の助成を行った。 

医療費の助成により経済的負担を軽減し，健康保

持・早めの治療へとつながることによって，男女

の別なく社会復帰や継続して仕事に従事できる環

境を作ることが可能となる。 

しかしながら，所得制限があるため，医療の助成

を受けられる人に限りがある。 

 

国保年金課 ４ ｆ，ｈ 
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１１５食に関する指導 

《概要》 

小・中学校における「食に関する

指導」を推進する。 

継続 男女共同による稲作体験，飯盒炊飯体験の実施。

保護者を交えた食の講演会，親子料理教室等を実

施した。 

学校教育課 

指導室 

２ ｃ，ｆ，ｇ  

１１６食育講座 

《概要》 

子育て支援センターにおいて食に

関するマナーや食の選択能力を育

む講座を開設する。 

継続 子育て支援の一環として，市の栄養士により支援

センター事業の中に食に関する教育をとりいれ，

児童と保護者にて自分達で育てた作物を使用した

親子でのクッキングをとおし，食のバランスの大

事さや食物の栄養など講和にて食への興味をわか

せる。（全３回） 

【１回目】 

「野菜の効能を知ってたくさん食べよう」という

内容のエプロンシアター実施 （親子）１９人 

【２回目】 

親子クッキング「自分達で作った芋を利用した料

理をつくろう」 １４組 （親子）３５人 

【３回目】 

親子クッキング「野菜を使ったおやつで野菜をと

ろう」 １５組 （親子）４０人 

児童福祉課 ２ ｃ，ｇ，ｈ 
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 １１７食生活改善推進員による親

子料理教室 

《概要》 

小学生の親子を対象にした適切な

食生活習慣を確立させるための講

義や指導，調理実習を行う。 

継続 守谷市食生活改善推進員の小学生の親子を対象に

して，適切な食生活習慣を確立させるための講義

や指導及び料理実習を行った。 

男性の職場中心のライフスタイルを見直して，男

女の地域活動（親子料理教室）への参加を促進し

て，子どもと一緒に料理を作る機会を持つ。その

ためには，教室の開催時期や場所等についても考

慮し，広く市民に呼びかけることが必要である。

期 日 開催場所 参加人数 

７／２９ 北守谷公民館 父親  １名 

母親  ５名 

子ども ８名 

８／ ３ 保健センター 父親  １名 

母親 １２名 

子ども１８名 

８／ ３ 郷州公民館 母親  ２名 

子ども ２名 

８／ ４ 高野公民館 母親  ５名 

子ども ６名 

合  計        父親  ２名 

 母親 ２４名 

子ども３４名 
 

保健センター ３ ｃ 
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１１８青少年健全育成対策の充実

《概要》 

青少年の健全育成に関する街頭啓

発活動，自動販売機，コンビニエ

ンスストア等に対する訪問指導を

実施する。 

継続 8.９～1１ 青少年の健全育成に協力する店の協

力依頼 

11.２1  青少年非行防止キャラバンキャンペ

ーン実施 

2.24   図書等自動販売機立入調査 

生涯学習課 ４ ａ，ｅ 

８９（再）保育所（園）の整備 拡充  児童福祉課   

１１９公共施設の施設整備 

《概要》 

施設の更新に合わせて授乳室やベ

ビーベッドなどの設置を図る。 

継続  財政課 ５  

 

１２０安心して使える公園の確保

《概要》 

公園遊具の安全点検を進めるとと

もに，市民との協働による樹木等

の管理を推進し，安全で使いやす

い公園を確保する。 

 

継続 遊具の安全点検を行い，必要に応じて随時修繕を

行った。管理委託での樹木，草等の管理と併せて，

市民の緑の重要性に対する認識が高まりつつあ

り，公園里親やボランティア作業，維持管理団体

などに協力する団体が増えている。市民と行政が

一体で協働による管理を行うことにより，公園や

緑地に対する愛護意識が高まっている。 

都市計画課 １ ｉ 

２ 児童虐待防

止の推進 

１２１児童虐待防止に向けた意識

啓発の推進 

《概要》 

広報紙等を通して児童虐待防止に

向けた啓発を行う。 

継続 守谷市子ども家庭支援ネットワークを立ち上げ，

各関連機関との連携の強化に取り組む。また，広

報紙を通して児童虐待防止に向け，相談窓口の周

知徹底を行った。 

児童福祉課 

保健センター 

１ ａ，ｂ，ｇ 
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17 年 2月に守谷市子ども家庭支援ネットワーク

を発足させ，各関係機関との連携をはかり，虐待

予防と早期対応に努めている。 

 

児童福祉課 

保健センター 

１ ａ，ｂ，ｇ １２２児童虐待防止ネットワーク

会議の充実 

《概要》 

関係機関との連携を図り児童虐待

防止ネットワーク会議を発足さ 

せ，児童虐待防止に努める。 

新規 

児童虐待防止ネットワーク会議に当該児童在籍学

校職員と指導室職員が参加し，その改善に努めた。

指導室 ３ ｂ 

 

１２３児童虐待の早期発見と予防

体制の整備 

《概要》 

健康相談，健診や訪問指導等の機

会に児童虐待の早期発見及び防止

に努める。 

継続 乳幼児健康検査時で子育てアンケートを実施し，

育児不安やパートナーの協力，家庭で困っている

ことなどを聞いて面接している。 

○３～４ヶ月児健診 

（対象者４７７名／参加者４６２名） 

○１歳６ヶ月児健診 

（対象者５８７名／参加者５６９名） 

○３歳児健診 

（対象者５８２名／参加者５４６名） 

面接では，パートナーの協力に不満な場合のみ，

面接相談を行う。 

健診未受診者からの情報や母子手帳交付の際の聞

き取りで，困っていること（パートナーの問題を

含む）についての訪問相談を実施した。 

 

保健センター ３ ａ，ｃ 
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１２４民生委員・児童委員活動の

推進 

《概要》 

担当地域内の児童の生活・環境状

態を掌握することで，地域内の児

童虐待の早期発見に努める。 

継続 担当地域内の児童の生活環境状態を把握すること

で地域内の児童虐待の早期発見に努める。総会や

定期会議において，児童虐待などの把握や早期発

見に努めるように努力している。また，講習や集

会等に参加し対策に努めている。 

○毎月定期活動 委員８０名 

社会福祉課 １ ｃ  

１２５児童虐待等に関する相談体

制の充実 

《概要》 

家庭児童相談員やケースワーカー

による相談や指導を行う。 

 

継続 家庭児童相談員やケースワーカーによる相談や指

導を行っている。 

虐待窓口に専任の担当職員を配置することを計画

している。 

児童福祉課 １ ａ，ｂ，ｆ，ｈ 

９７（再）家庭児童相談 継続  児童福祉課   

９６（再）子育て相談の充実 継続  保健センター 

児童福祉課 

  

３ 子どもに関

する相談体

制の充実 

１２６乳幼児・児童の相談の実施

《概要》 

乳幼児・児童のあらゆる問題に対

し，家庭相談員・保育士・保健師・

教員の立場で相談及び指導を行

う。 

継続 就学に関する相談，学校生活及び児童の家庭生活

に関する相談等を年間を通して実施してきた。 

指導室 ２ ｂ，ｆ，ｇ 
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   妊婦・乳幼児のあらゆる問題に対し，家庭相談員・

保育師・教員等の立場で様々な相談を行う。 

ゆとりを持ち，安心して家族全員で子育てができ

るために，１７年度からは月１回育児相談を行っ

ている。また，子育てしているという気持ちや育

児休業中の心の悩みも相談として受け付けた。 

育児不安の解消や虐待予防の視点でも育児相談を

設定しているが，今後はもっと広めてパートナー

シップも含めた問題点を認識していく必要があ

る。 

◎育児健康相談会 １１回  

相談会来所者数（延）３０１名 

  １歳未満  ‥‥  ２１３名 

  １～３歳  ‥‥   ８５名 

  ４～６歳  ‥‥    ２名 

  小学生   ‥‥    １名 

◎心の相談 １２回    ２１名 

 

 

児童福祉課 

保健センター 

 

３ ａ，ｂ，ｃ 
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 １２７教育相談の実施 

《概要》 

小学校においては担任と心の教育

相談員による相談，中学校では担

任による相談に加えてスクールカ

ウンセラー，心の教育相談員を配

置している。また，不登校児童へ

の適応指導教室での指導，指導員

による相談や家庭訪問を実施す

る。 

継続 心の教室相談員，スクールカウンセラーの学校へ

の配置や教育相談員による面談，電話相談。また，

適応指導教室「はばたき」での相談活動等を年間

を通して実施してきた。 

指導室 １ ｂ，ｆ，ｇ   

 

主要課題２●一生涯の健康づくり 

施策の方向 具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果  

１２８リプロダクティブ・ヘルス

／ライツの広報啓発 

《概要》 

リプロダクティブ・ヘルス／ライ

ツの認識の浸透を図るため，啓発

や情報提供を行う。 

新規  保健センター 

くらしの支援課

５    １ 生涯を通じ

た女性の健

康に関する

意識の浸透

１２９小・中学校における健康教

育の推進 

《概要》 

小・中学校において健康に関する

問題についての正しい知識の普及

啓発を図る。 

 

 

 

継続 保健学習「健やかな成長」「栄養と健康」「運動と

健康」等の単元を中心に，男女の成長の特徴を理

解させ，好ましい異性観や正しい性意識の形成を

図る授業や，栄養面・運動面からの健康に対する

知識の形成を図る授業を実施してきた。 

（市内小学5年～中学３年生） 

指導室 ２ ａ，ｂ，ｃ，

ｇ 
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１３０母子の健康に関する広報活

動の実施 

《概要》 

女性が安心して妊娠・出産の時期

を過ごし，母子の健康が確保され

るよう，広報活動をする。 

継続 ・保健センター予定表で，母子保健事業の周知（全

戸配布） 

・子育て支援センター作成の子育てトライアング

ルブック中にも，母子保健の事業と相談窓口を

掲載している。（子育てホームページも同様） 

 

保健センター 

くらしの支援課

３ ｃ 

１３１母子保健サービスの充実 

《概要》 

乳幼児健康診査，新生児訪問，乳

幼児訪問指導，育児相談，予防接

種などを実施する。 

継続 １７年度から育児相談会を実施（年１１回） 

相談件数 ３０１件（１３７人）

栄養と発達の相談が中心だが，転入後子育て支援

サービスがわからないなど，母親が一人で育児に，

頑張る姿も見受けられる。サービスの紹介や家族

の協力などを促進している。 

事業は例年同様の実施であるが，健診未受診者へ

の訪問などの件数を伸ばした。 

保健センター ３ ｃ 

２ 母子保健サ

ービスの充

実 

１３２母子健康手帳の交付 

《概要》 

妊娠・出産・育児まで，一貫した

健康状態を記録できる手帳の交付

継続 母子健康手帳は，妊娠・出産・育児まで一貫して，

健康状態を記録するための手帳である。資料の部

分には『働く女性・男性のための出産，育児に関

する制度』についての説明がある。 

また，窓口での交付の際，家族の健康状態や心配

事など，育児支援の必要性などを確認し，アドバ

イスを行っている。 

○１７年度の手帳交付数  ４９５部 

保健センター ３ ｃ 
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１３３医療サービス体制の充実 

《概要》 

妊娠・出産・育児まで，一貫した

健康状態を記録できる手帳の交付

を行う。 

継続 ○妊婦・乳幼児一般健康検査受診券の交付 

○休日夜間の小児救急医療体制の整備 

保健センター ３ ｃ 

１３４小児救急医療体制における

近隣市との連携 

《概要》 

７市町村で２つの病院を輪番制で

運営する小児救急医療輪番制によ

り，休日・夜間の小児救急医療体

の充実を図る。 

継続 構成市町村による小児救急輪番制において，２つ

の輪番制病院で，夜間３６５日，休日７１日患者

の受け入れを行った。 

保健センター ３ ｉ 

 

１３５ライフステージに応じた健

康相談の実施 

《概要》 

女性のライフステージに応じた課

題に対応する健康相談を実施す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 健康結果相談会や窓口相談において，各年代の健

康課題に添った相談を受けた。 

２０～３０歳代の女性を対象に，自分の身体や心

を見つめ直し健康づくりへの意識を高めるための

健康教室「若い女性の健康教室」を開催した。参

加者アンケートにより心身の健康管理への意識啓

発に繋がった回答が多かった。 

【若い女性の健康教室実績】 

１１／ ８ 女性の身体の変化 １９名

１１／１５ ストレス発散～リラク

ゼーション 

１５名

１１／２２ バランスのとれた食事 １５名

１１／２９ 調理実習 １３名
 

保健センター ３ ｂ 
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１３６健康づくりに関する相談の

充実 

《概要》 

一人ひとりの健康状態に応じた相

談を実施する。 

継続 一人ひとりの健康状態に応じた相談を実施。 

ミニドック健診，基本検診後の個別相談会を開催。

相談者の健診結果や年齢等から見た健康課題に合

わせた内容が中心である。窓口相談は随時対応し

た。 

＜ミニドック健診結果相談会＞ 

７／２９～８／３   男 ２名 女 ４名 

＜基本健診結果相談会＞ 

９／２９～１０／２７ 男３０名 女８２名 

＜窓口相談＞ 

随時         男２０名 女４５名 

保健センター ２ ｉ ３ 心身の健康

保持・増進へ

の支援 

 

１３７健康もりや・健やか親子 

２１計画の推進 

《概要》 

個人の力，家族の力，地域の力，

行政の力を合わせて，一人ひとり

が生きがいに満ち，家族，地域で

ふれあいながらいきいきとくら 

すための施策を推進する。 

拡充 個人の力，家族の力，地域の力，行政の力を合わ

せて，一人ひとりが生きがいに満ち，家族，地域

でふれあいながらいきいき暮らすために事業を行

う。 

○高齢期の事業を計画実践 

 ６０歳代を中心に，誰もが集い，スポーツや話

し合いの場として「レッツスポーツしゃべり場」

を健康もりや市民ワーキングが企画運営した 

（５月より月１～２回開催 

 参加者 男性１２名，女性２６名）

人を通じて，人が集まり定例会として運営され，

企画の中心的存在に市民ワーキングが位置づけさ

れている。 

 

保健センター １ ａ，ｂ，ｅ 
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  ○妊娠期・乳幼児期・学童期・思春期・壮年期の

事業は未実施 

今後は男女の別なく，活動の中心になるメンバー

の広がりをどのようにもっていくかが課題であ

る。 

   

１３８薬物乱用防止に関する啓発

活動 

《概要》 

県・保健所等からの情報を収集 

し，提供する。保健所が配置する

薬物乱用防止指導員による，啓発

活動の実施。 

継続 県・保健所等からの情報を収集し，提供する。保

健所が配置する薬物乱用防止指導員による啓発活

動を行った。 

１７年度は市内中学校において各１回講習会を実

施した。 

 

保健センター ３ ｉ 

 

１３９思春期教育の充実 

《概要》 

小・中学校を対象とした保健師に

よる出前講座を実施し，思春期や

性に関する学習機会を提供する。

拡充 小・中学校を対象とした，保健師による出前講座

や教材の貸し出しを行い，思春期や性に関する学

習の機会を提供する。 

○養護教諭部会時活動ＰＲ 

○松ヶ丘小  ３年生に対し命の誕生の講話

（児童９３名 母３名） 

○御所ヶ丘中 ３年生に対し性感染症について

の講話  

（生徒２００名・竜ヶ崎保健所と同行） 

○御所ヶ丘中家庭教育学級 思春期時期の健康

（母１７名） 

保健センター ３ ａ，ｂ 
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１４０みんなでつくる明るい学校

づくり 

《概要》 

中学生の規範意識を高め，社会性

を育てるため，「みんなでつくる 

明るい学校づくり報告会」への生

徒，ＰＴＡ，教員の参加を促進す

る。 

継続 7 月２７日に１７年度『生き生き学校づくり研修

会』を実施した（参加者20名），その後，各中学

校の生徒たちが推進計画を作成し，あいさつ運動

や地域クリーン作戦などを実施した。 

学校教育課 ２ ｂ，ｅ  

１４１市民スポーツフェスティバ

ル 

《概要》 

誰もが気軽に参加できるスポーツ

の祭典として実施する。 

継続 各種スポーツ大会をはじめ，誰もが気軽に参加で

きる楽しいイベントや，生涯スポーツとして 

人気のある種目を紹介することにより，多くの市

民がスポーツによる健康づくりと親睦を深めるこ

とを目的として開催している。 

○実施内容 

会   場 種   目 

市内小学校４×１００ｍリレー

予選・決勝 

市内中学校４×１００ｍリレー

決勝 

スポーツ少年団交流大会（各種リ

レー） 

市民綱引き選手権 

陸上競技場

目指せ!!北京オリンピック（８０

ｍ，走り幅跳び，ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ）
 

生涯学習課 ２ ｃ 
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   バウンドテニス体験コーナー 

キンボール体験コーナー 

トランポリン体験コーナー 

卓球教室（講師 四元 奈生美）
総合体育館

健康測定コーナー（骨年齢測定

血管測定） 

屋内温水プ

ール 

プール市民無料開放 

市長杯ソフトボール大会（準決

勝・決勝戦） 

野球場 チャレンジソフトボール 

（ホームラン競争・遠投コンテス

ト・ベースランニング） 

テニスコー

ト 

秋季市民ソフトテニス大会 

少年ラグビー親善試合 

スポーツゲーム体験コーナー（ス

トラックアウト，スピードガン，

キックターゲット，フライングデ

ィスク，輪投げ，ペットボトルボ

ウリング，ペタンク，グラウンド

ゴルフ） 

自由広場 

模擬店・フリーマーケット 
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  ゲートボール体験教室 

小中学生ハンドボール親善試合 
ゲートボー

ル場 
歩け歩けの会 

会場には模擬店やフリーマーケットなどスポーツ

以外の催し物もあったことから家族連れの参加も

目立った。 

    

１４２守谷ハーフマラソン 

《概要》 

幅広い年齢層の交流と健康増進 

を図る。 

継続 今回も全国各地からランニング愛好者が集結し

た。特にハーフマラソンの部に人気が集中し， 

参加者は２，２７４人と全体の６３．４％を占め

る。また，４種目２２部門と幅広い年齢層に対応

することにより，親子での参加なども促している。

しかし，ここ数年小学生の参加についてはほぼ横

ばい状態であるものの，中学生の参加については

減少傾向にあり，特に女子については５０人を割

る状態が続いている。 

大会の運営については，男女がともに不公平なく

参加できるよう，更衣室の確保や仮設トイレの設

置などレイアウトなども含め配慮している。 

○開催日  平成１８年２月５日（日） 

○参加者数 ３，５８９人（うち女性 ７０７人）

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ  ２，２７４人（うち女性 ２７５人）

５㎞     ４６９人（うち女性 １４５人），

３㎞     ３０４人（うち女性  ９５人），

２㎞     ５４２人（うち女性 １９２人）

生涯学習課 ２ ａ，ｃ，ｇ 
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 １４３スポーツ・レクリエーショ

ンへの参加促進 

《概要》 

各種教室・大会を開催することに

より，市民相互の交流・親睦を図

る。 

継続 

 

区

分
名称 開催日 

参加者数

（チーム

数） 

グラウンド

ゴルフ大会
5.15 

男性 44 名

女性21名 

バドミント

ン大会 
6.19 

男子 19 組

女子13組 

バレーボー

ル大会 
6.26 

20チーム 

男子 66 名

女子185名

軟式野球大

会 

9.18 外 

（全５日） 
17チーム 

テニス大会 9.18 

39チーム 

男子 60 名

女子18名 

ソフトボー

ル大会 
10.23 12チーム 

ソフトテニ

ス大会 
10.23 

78チーム，

男子 72 名

女子84名 

卓球大会 12.18 
男子 61 名

女子41名 

大 
 
 

会 

バスケット

ボール大会
1.15・22 

18チーム，

男子109名

女子79名 

生涯学習課 ３ ｂ，ｅ 
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  初心者水泳

教室 
8.8～11 

男性 9名 

女性 25名 

中学生富士

登山 
8.1～2 

男性 58名 

女性 37名 

ジュニアテ

ニス教室 
8.22～25

男性11名 

女性6名 

教 
 

室 

水中ウォー

キング教室
3.15～17

男性3名 

女性 25名 

幅広い年齢層を対象にしたスポーツ大会や教室を開催することによ

り，個人の技能向上を図りながら，参加者同士の交流を深めること

ができた。 

 

   

１４４学校体育施設開放事業 

《概要》 

平日夜間，土・日の体育館開放

（小・中学校），土・日の校庭開

放（小学校）を実施し，市民が健

康増進を図るための活動場所を

提供する。 

継続 小中学校の体育館や格技場を市民開放することにより，市民の自主

的・自発的な活動を展開し，健康増進や交流を図ることができた。

また，夏休み期間中に小学校のプールを開放することにより，小学

生が川などで泳ぐことによる水難事故の抑制につながった。 

▽体育館 

（前期：４月１日～９月３０日  

後期：１０月１日～３月３１日） 

区分 団体数 登録者数 

前期 １１５団体 １９９９人 

後期 １１４団体 １９７２人 
 

３ ｇ 
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   ▽プール 

（期間：平成１７年７月２１日～７月３０日  土，日曜を除く）

学校名 利用者数 開放日数

大 井 沢 小 ５８５人 ６日 

大 野 小 ３５４人 ６日 

高 野 小 ４６７人 ６日 

守 谷 小 ５１２人 ６日 

黒 内 小 ４６１人 ６日 

御 所 ケ 丘 小 ６８１人 ６日 

郷 州 小 ７７５人 ６日 

松 前 台 小 ６０８人 ６日 

松 ケ 丘 小 学 校 １，０８２人 ６日 
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主要課題３●高齢者，障害者等に対する自立支援 

施策の方向 具体的事業 区分 実施状況 担当課 達成度 効 果 

１４５食の自立支援事業（配食サ

ービス） 

《概要》 

調理が困難な高齢者等に対して，

栄養バランスのとれた食事を提 

供するとともに，安否の確認をす

る。 

継続 調理が困難な高齢者等に対して，栄養のバランス

のとれた食事を提供するとともに，安否の確認を

行った。 

委託先：（社福）峰林会，（医法）慶友会 

介護福祉課 ２ ｂ，ｃ，ｆ，ｈ 

１４６生きがい活動支援通所事

業 

《概要》 

住み慣れた地域のげんき館や各 

公民館の出前サロン等で，いきい

きと楽しく趣味活動や日常動作 

訓練等の各種事業を実施し，心身

機能の向上と介護予防を図る。 

拡充 住み慣れた地域で，いきいきと楽しく各種事業を

実施し，心身機能の向上と介護予防を図った。 

げんきサロン（３ヶ所） 

いきいきプラザ・げんき館，げんきサロン・みず

き野，げんきサロン・北守谷 

出前サロン（６ヶ所） 

出前サロン・大野，守谷，高野，根切，坂町，西

板戸井 

介護福祉課 ２ ｂ，ｇ 

１ 高齢者の自立

支援（生活機

能の向上） 

１４７軽度生活援助事業 

《概要》 

軽易な日常生活（掃除，洗濯等）

の援助を行い，高齢者の自立と生

活の質の確保を図る。 

 

継続 軽易な日常生活の援助を行い，高齢者の自立と生

活の質の確保を図った。 

委託先：守谷市シルバー人材センターからの派遣

利用時間：月～金曜日の内，２時間以内を限度と

する。 

介護福祉課 ２ ｂ，ｃ，ｆ，ｇ 
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１４８老人クラブへの助成 

《概要》 

老人クラブ運営の支援を行う。 

継続 介護予防の観点から自立した高齢者に生きがいあ

る生活を送っていただけるよう老人クラブに補助

金を支給し，単位老人クラブの様々な活動（研修

旅行，体力作り活動，地域との交流等）を行い，

ボケ防止，高齢者の孤立の防止等に役立った。 

介護福祉課 １ ｅ，ｆ 

１４９生活機能相談事業 

《概要》 

身の回りの事や外出等に不自由

がでてきたときに，保健師や作業

療法士，理学療法士等の専門相談

員が一人ひとりに対応する。 

拡充 介護保険認定の有無にかかわらず，生活機能の低

下をきたしている方の相談を実施している。 

実施者  保健師・作業療法士・理学療法士 

相談日  月・火・木・金 午前９時～午後４時

まで（要予約） 

介護福祉課 ２ ｂ 

１５０生活福祉資金制度 

《概要》 

低所得世帯，障害者世帯，高齢者

世帯に必要な 

継続 経済的自立や生活意欲を失いつつある方に対す

る、低所得者世帯、障害者世帯、高齢者世帯に必

要な資金の貸付と援助指導を行った。 

１７年度は、合計２７件の貸付があり、生計中心

者の自立更生に努めた。 

今後は、生活意欲の助長や在宅福祉・社会参加の

促進を図ることも進めて行きたいと考える。 

社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ，ｈ 

 

１５１レインボー体操の推進 

《概要》 

げんき館，げんきサロン，出前サ

ロンにおいて，レインボー体操の

推進を図る。 

拡充 げんき館、げんきサロン、その他依頼に応じてレ

インボー体操の推進を図ってきた。 

男女がそれぞれ自立して生活していけるよう、高

齢者の方々を対象に体操を指導・支援してきた。

参加者からは「脳刺激、筋刺激になり、非常に体

が軽くなった」などの声が聞かれている。 

今後もさらに体操を普及していきたい。 

社会福祉協議会 ２ ｅ，ｆ 
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 １５２公共施設などのバリアフ

リー化の推進 

《概要》 

すべての人が社会の様々な分野

に参加でき，安心して快適な生活

を送ることができる 

継続 １７年度は，「人にやさしいまちづくり推進事業」

における「歩道段差解消工事」は実施していない。

１８年度は，ふれあい道路，立沢地内において３

交差点（５箇所）の歩道段差解消工事を実施予定。

 

公共施設等におけるバリアフリー工事等について

は，現在，企画では把握していない。 

（それぞれの担当課の判断において実施している

箇所もある可能性あり） 

 

 

企画課 １ ｉ 

２ 障害のある人

に対する支援

１５３障害者に対する各種制度

の周知 

《概要》 

積極的な広報活動により各種制 

度の情報を提供するほか，民生・

児童委員，身体・知的障害者相談

員等との連携を蜜にするなど，各

種制度の周知に努める。 

 

 

継続 広報もりや，インターネット，ちらし，垂れ幕等

を利用し広報活動を推進した。また，民生・児童

委員の協力を得て障害者への指導に努める事がで

きた。身体障害者相談員及び知的障害者相談委員

の研修会などに積極的に参加していただき障害者

の方の相談役を務めていただいている。 

社会福祉課 １ ｉ 
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１５４精神障害者への援助 

《概要》 

精神障害者による申請手続きに 

ついて支援を行う。 

継続 仕事や人間関係などのストレスが原因と思われ

る，統合失調症，うつ病等を発症し精神科や神経

内科などに受診する方が増加している。このよう

な対象者への援助策として精神通院医療費の負担

を軽減するために障害者支援として国が医療費の

削減対策を以前から実施している。なお，18 年

度からは，個人負担が障害者自立支援法の制定に

より，５％から 1０％となった。これは，本来，

医療費は３０％の負担が原則になるが，旧法では

個人の負担を軽減することを目的に作られたが，

障害がある方も１０％の負担をすることが必要で

あるとの趣旨から制定されたと思われる。 

この施策を施行する為に，本人，保護者から申請

を受けて精神障害者への援助を進めている。 

認定は医者の診断書により判断される。 

17年度の申請者は，おおむね３３０名 

 

社会福祉課 １ ｉ  

１５５障害者デイサービス事業

の促進 

《概要》 

障害のある人に対して，入浴サー

ビス等の援助を行う。 

 

継続 身体に障害がある方を対象に，訪問入浴サービス

や施設での入浴サービスなどを通して障害者の生

活の向上や安らぎを得てもらう事ができた。 

 

社会福祉課 １ ｉ 
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１５６障害児ショートステイサ

ービス 

《概要》 

保護者の疾患等の理由により，家

庭において障害がある児童を一 

時的に介護できないとき，入所施

設で一時的に預かる。 

継続 身体や知的に障害がある児童を育てている保護者

が急病ややむを得ない事情により，一時的に身体

障害者入所施設や知的障害者入所施設に預けてい

る保護者への援助。毎年，多くの保護者に安らぎ

と安心を得ている。 

社会福祉課 １ ｉ 

１５７障害児福祉手当 

《概要》 

身体又は精神に重度の障害があ

るため，日常生活において常時介

護を必要とする程度の状態にあ

る障害者及び障害児に対して支

給する。 

継続 重度の障害があり日常生活において常時介護を必

要とする程度にある身体障害者児や精神障害者児

に対して，生活の向上や安らぎを得る事ができる

ように手当を支給している。１７年度の支給対象

者は，障害者が 2４名，障害児が１３名でした。

支給には要件に該当する必要がある。 

支給額は，特別障害者手当 ２６，５２０円／月，

障害児福祉手当  １４，４３０円／月 

１８年度は減額になる。 

社会福祉課 １ ｉ 

 

１５８在宅障害児福祉手当の支

給 

《概要》 

市在宅障害児福祉手当支給条例 

の支給要件に該当する，２０歳未

満の心身に障害のある自動を養 

育している保護者に支給。（障害

児福祉手当の受給者は対象にな 

らない。） 

継続 在宅で障害がある児童を養育している保護者に対

して生活の安定と安らぎの援助実施した。 

17 年度の対象者は，６７名だった。支給額は，

５，０００円／月。 

支給には要件に該当することが必要となる。また，

障害児福祉手当を受給している方は対象にならな

い。 

 

社会福祉課 １ ｉ 
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１５９更生医療の給付 

《概要》 

身体障害児（者）が障害を取り除

いたり軽減して日常生活を容易

にするため，更生医療（１８歳以

上）を給付する。 

継続 身体障害者児（１８歳以上）者が障害を取り除く

事により，日常生活の安定や社会復帰への意欲を

向上できる。17年度の給付者は2名。 

社会福祉課 １ ｂ 

１６０特別児童扶養手当の支給 

《概要》 

心身に障害のある２０歳未満の

児童を家庭で養育している保護

者に対して支給する。 

継続 ２０歳未満の身体障害児や知的障害児などを養育

している保護者に生活の援助や安定した安らぎの

ため手当を支給した。１７年度の支給者は，79

名。支給には要件に該当することが必要となる。

【支給額】1級 ５０，９００円 

２級 ３３，９００円 

100％国費 

 

 

社会福祉課 １ ｉ 

１１４（再）医療福祉費支給制度 継続  国保年金課   

 

１５０（再）生活福祉資金制度 継続  社会福祉協議会   
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１６１身体障害者スポーツ大会 

《概要》 

身体に障害のある人がスポーツ

を通して社会参加を促すことを

目的に開催する。 

継続 旧江戸﨑福祉事務所管内の事業として，稲敷市，

取手市，竜ヶ崎市，牛久市，守谷市の自治体に在

住する身体障害者の方を対象に障害者スポーツ大

会を実施した。 

参加者は，守谷市は 8 名であったが､３００名を

越す参加者により，６種の競技を無事敢行する事

ができた。 

18 年度以降は，旧江戸﨑福祉事務所，土浦福祉

事務所は廃止され，県南地方総合事務所管内とし

て統合されたこともあり，参加自治体が旧江戸﨑

管内の市及つくばみらい市のみで，他の市及び利

根町，河内町は参加していない。また，守谷市に

おいても，毎年参加者が少ないので､身体障害者福

祉会と協議した結果，18 年以降は参加を見合わ

せることになった。 

 

社会福祉課 １ ｉ  

１６２手話通訳による社会参加

の促進 

《概要》 

手話の未経験者に初年度２０回 

の基礎講習，２年目２０回の初級

講習を行い，県組織での活動を目

指す。 

継続 手話講習をとおして，耳の不自由な方への理解と

援助ができる体制を築くことができた。 

17 年度は，１６年度からの受講者 25 名のうち

13 名の方が進級したが，2 年間の長期にわたり

講習会を開催した事もあり修了者は９名だった。

その中で茨城県の講座試験を受験した方が数名で

たことが成果となった。 

社会福祉課 １ ｅ，ｇ 
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１６３障害児の支援・教育の充実

《概要》 

障害のある幼児に対する療育の

充実を図る。 

継続 ○守谷市主催のイベント参加（アヤメ祭り・健康

福祉祭り） 

○福祉センター主催秋祭りの実施   

 

障害者福祉セン

ター 

２ ｅ 

１６４子ども療育教室 

《概要》 

心身に障害のある，もしくは発達

に何らかの問題を持つ利用者の

成長を支援するために，親子で通

園し，日常生活における基本動作

の指導，集団生活への適応などの

療育訓練を実施する。 

継続 心身や発達に何らかの問題を持つ利用者を支援す

る為市内３保育所との定期的な連絡会を行ってい

る。（年間継続） 

 

障害者福祉セン

ター 

２ ｅ 

１６５特殊教育就学奨励費補助 

《概要》 

特殊教育を受ける児童・生徒を養

育する世帯への経済的負担の軽

減を図る。 

継続 特殊教育学級に在籍する児童生徒を有する世帯へ

の学費及び給食費の一部を補助する事により経済

的負担の軽減を図る。 

１７年度は４７名４６世帯（総額1,575,176円）

に補助 

 

学校教育課 ２ ｉ 

 

１５２（再）公共施設などのバリ

アフリー化の推進 

継続  企画課   

 

 

 

 

 



 77

 

 １６６重度障害者（児）住宅リフ

ォーム助成事業 

《概要》 

障害のある人が台所や玄関スロ

ープ等の改修工事を行い，快適な

生活を送るための援助をする。 

継続 身体や知的に重度障害がある障害者児が生活の向

上と快適な生活を営むために段差解消（道路や車

庫から玄関までのスロープの設置・玄関の段差解

消・廊下と部屋の段差解消，風呂の段差解消など），

台所の改修を行なうことへの援助を実施。支給に

は要件に該当することが必要となる。 

１７年度は3名に支給。 

社会福祉課 １ ｉ 

１４６（再）生きがい活動支援通

所事業 

拡充  介護福祉課   

１４９（再）生活機能相談事業 拡充  介護福祉課   

３ 要介護状態に

ならないため

の介護予防 

１６７寝たきり防止事業の推進 

《概要》 

高齢者ができる限り要介護状態

になることなく，健康でいきいき

とした老後生活を送れるよう支

援する。 

継続 げんき館、げんきサロンにおいて、寝たきりにな

らないよう、体操等の指導・支援を図った。 

高齢化社会が広まる中、今後は、一人ひとりのニ

ーズに応じた寝たきり防止事業を推進していくこ

とが重要である。 

 

社会福祉協議会 ２ ｆ，ｇ 

４ ひとり親家庭

等に対する支

援体制の充実

１６８ひとり親家庭等に対する

情報提供 

《概要》 

守谷市母子寡婦福祉会において，

ひとり親家庭等に対する情報提 

供を行う。 

継続 ひとり親世帯が，日常生活において親に急用がで

きたときなど，緊急に困った時，母子寡婦福祉会

に登録しておくことにより介護人として会員登録

された介護人の派遣を受けることができる。市に

おいては，登録者は少なく，利用者も本年度はな

かった。背景としては，自宅への介護人派遣を好

まない状況が伺われる点及び介護人宅でみてもら

える守谷市のファミリーサポートセンターの事業

利用が増えているためと思われる。 

児童福祉課 ４ ｈ 
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１６９母子寡婦福祉資金の貸付

け 

《概要》 

「母子及び寡婦福祉法」に基づく

事業資金，就学資金などの貸付け

を行う。 

継続 母子寡婦の自立を目指し，｢母子及び寡婦福祉法｣

に基づく福祉資金の貸付け事業を実施したが，貸

し付けには，到らなかった。 

・福祉資金貸付事業相談件数 １３件  

（前年度７件） 

・自立支援相談件数（教育訓練給付金等）２件 

今後も，母子家庭等の自立促進のための福祉資金

貸し付け等について，ＰＲしてゆく必要がある。

児童福祉課 ２ ｇ，ｈ 

１７０児童扶養手当の支給 

《概要》 

父親と生計を同じくしていない 

１８歳未満の子どもを療育して 

いる母親又は療育者に，手当てを

支給する。 

継続 父母の離婚等により，父親と生計をともにしてい

ない母または母にかわってその児童を養育してい

る方に対し，生活の安定と自立促進の，児童の健

やかな成長のために手当を支給した。 

・4月 ８月 １２月 児童扶養手当手当支給 

・支給申請件数   ３１６件（前年度２９３件）

・支給対象件数   ２７３件（前年度２５９件）

児童福祉課 １ ａ，ｈ 

１７１母子・父子福祉手当の支給

《概要》 

借住まいで１８歳未満の子のい

るひとり親家庭（母子・父子家庭）

に対し，月５千円を支給する。 

継続 借家住まいで１８歳未満の子どもがいるひとり親

世帯で，児童扶養手当の所得要件に該当する世帯

に経済的支援を目的に月5千円を支給した。 

・４月 ８月 １２月 母子・父子住宅手当支給

・支給対象世帯 １５３世帯（前年度１３８世帯）

 

児童福祉課 １ ｈ 

１１４（再）医療福祉費支給制度 継続  国保年金課   

 

１５０（再）生活福祉資金制度 継続  社会福祉協議会   

 


